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先日大雪が降り、子どもたちが待ちに待ったそり滑りが始まり

ました。大人にとって厄介な雪ですが、子どもたちにとっては最

高の遊び道具です。北国の子どもしか味わえない、冬の遊びを存

分に楽しんでほしいものです。

さて、3学期が始まりました。年長さんにとっては、幼児期最

後の集大成の時期となります。2学期に引き続き、年長さんは大

忙しです。お別れ会の発表、そして卒園式。これらの行事を通し

て、一人一人が成長してほしいと願っております。

また、全学年対象の伝統的な行事も入ってきます。おもちつき、

書初め、節分、ひな祭り。

お餅つきは、本物の杵と臼でみんな5回ずつぺったんぺったん

とお餅をつきます。子ども用の杵ですが、結構重く、子どもたち

は一生懸命です。ついたお餅は、栄養士の先生が鏡餅を作り、玄

関と各お部屋に飾ります。以前は、本物のお餅をお昼にいただい

ていましたが、のどつまりの危険を防ぐため、今では、給食室で

お餅から作るおかきをお昼にいただいています。

書初めは、年少さんが「一」年中さんが「たこ」年長さんが「一

月」を太い筆で書き、細い筆で名前を書きます。年少さんはおそ

らく初めて筆を持つのではないでしょうか。毎年、芸術的な作品

がたくさん生まれます。一階玄関に展示しますので楽しみにして

ください。

節分は、以前は大豆をまいていましたが、アレルギーの問題、

誤飲の問題もあり、今年からは違うものをまくことになっていま

す。

お雛祭りは毎年、保護者の皆様や、先生たちによる演奏や、出

し物が計画されていくことと思います。楽しみです。

冬ならではのたくさんの行事をゆったりと味わって、みんなで

春を待ちましょう。

園長 渡部 良子

「全き者となりなさい」

園に通う子どもたちは、それぞれに、「なわ跳びが跳

べる様になりたい」、「苦手な野菜が食べられるようにな

りたい」といった自分の目標があります。それらの多く

は年上の兄弟姉妹や園の友だち、身近な家族、時には絵

本やテレビの登場人物の姿を見て、自分も同じ様になり

たいと願う心から芽生えるものです。

聖書の中の励ましの言葉の一つに

「全き者となりなさい」

（コリント人への第二の手紙 13章11節）

という言葉があります。一見すると「完璧であれ」と言

われているようでプレッシャーを感じてしまう言葉です

が、聖書の原語の意味には「回復し、備える」という意

味があり、試練や困難を体験し、できなかった自分を乗

り越えてあるべき目標の姿に向かって整えていくことを

指します。幼稚園での様々な体験を通して子どもたちが

「全き者」へと成長することができますように。
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